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蛍光性ナノダイヤモンド（FND）粒子は、細胞や生物個体の内部にまで導入可能な上、輝

度が高く長期間安定な蛍光プローブとして重要なバイオイメージングナノ材料である。特に、

窒素欠陥（NV）中心を発光起源とする場合、NV 中心のスピン共鳴現象を光で検出可能であ

り（光検出磁気共鳴：ODMR）、超高感度のスピン計測やスピン情報からの外部環境センシン

グ（磁場や温度など）が可能となるため量子センサとして注目されている。我々は特に細胞

などの生体試料温度計測に焦点をあてた研究をこれまで行ってきており、繊細な幹細胞など

の in vitro系や[1, 2]、より生体本来の機能を計測する線虫 C. elegans内での in vivo計測を行っ

てきた[3]。これらの生体計測応用ではセンサ性能の向上以外にも、毒性評価や試料ハンドリ

ングの向上など様々な周辺技術が必要となる。また、生体内測定において光透過率がダイナ

ミックに変化する環境においても安定した温度計測を行う必要がある。その技術開発の中で、

ODMR周波数の光強度依存性を新たに見出すなど、量子センサ物性の新たな知見も得られた

[4]。本講演では我々の最近の研究を紹介すると共に、量子センサの応用利用と物性研究のイ

ンタープレイ[5, 6]や今後の生体応用における課題を議論する。 
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